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散文にみられる現実分節の諸相  

山  田  勇  

文芸作品が創り出される過程ほ，その創作動機と共に実に多様である。作家  

が物語を構築する場合，何らかのテ、・－－－・マを設定し，それに沿って発展させるが，  

彼の今一つの，そして重要な作業ほ，彼一L流の文章への自己の思考の定着であ  

る。アー・チュダコーフほ言う。「偉大な作家なら，須らく，この世の中を，彼  

の同業の先達と．は異なった目で見る。換言すると，彼が心に留めたことが今ま  

でに存在しなかったような斬新な視点から体現されるべく，文学上の新しい表  
1）  

現形式で文に創り出される。」エル・トルストイやエフ・ドストエフスキー，エ  

ヌ・ゴーゴリが我々に与える感銘ほ何に由来するのであろうか。長年優められ  

た主題によることもあろうし，登場人物の横顔によって，又文章のリズムに曳  

かれる場合もあろう。作者は一つの作品を仕上げる際に，読者に託されるべき  

文に活力と情緒的で感覚的な効果が生まれるよう一つ一つの部分の微細な構築  

に気を配る。主題を軸に組み立てられた各部分は全体として作品の質を決定す  

ることになるから，これら各部分が個々に産み出す効果ほ，それら相互にまと  

まりを欠くものであってはならない。アー・チェーホフは彼の理念に従って，  

：Z 

性（npocTOTa）へと導かれることになるが，終始，決して街学に流れるものでは  

なかった。文を構成する単位である語彙にしても，たとえそれが専門語であっ  
3）  

ても，「特殊なものと一・般に文学で用いる用語の境」にあるような語が注意深く  

選ばれることになるし，それらから成る文と文との相互関係にも一・定の特徴が  

見られる。例を検討してみよう。   
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1）XH3Hb erO nPOXO几HT TaK．6）06bIKHOBeH＝00＝BCTaeT yTpOM  

tiaCOB B BOCeMb，0且eBaeTC只H nbeT tla軋 rloTOM CaAHTC只y Ce6只B  

t（a6HHeTetlHTaTb軋価＝川eTB60JlbHHuy．5）3且eCb，B60JIbHHue，By3KOM  

TeMHOM KOPH皿OPtlHKe CJ4月月T aM6yJlaTOPHble 60JlbHbIe，0）KH且afOlⅡHe  

np＝eMK＝・〟〟・力行）〟〟ちC〝ヱ〟履αCα〝02α〟〟〝0〟・叩〝〟履〃0一〟〟〝0〟跳∂β2αの椚  

い′ゾ川い′′ト′叫′∴・′・′′／リハ川村′′川い′′仙 ′；・申〃り‥・、・り′′川～り＼、〃／い′い－  

＝／′＝～リりノ卜．・Jい・（＝い．．′′・′・・′・J／・一〃ハ′〃＝／仇ド〃．′JJりり′／′ト心〃川．・小川J  

CfC803f10d8emqO．AH且Pe疏E如Mblq3HaeT，tlTOAJIRJIJ4XOPa鯛LuHX，tlaXOTO－  

tlHbIX H BOO6Lue BnetlaTJ［HTeJlbHblX60JlbHblX TaKa只 06cTaHOBt（a MyqH－  
4）  

TeJll，Ha，HOtlTOnO皿eJLaeJnb？   

チェーホフの作品『六号室』の第六葦はこの様に始められる。五葦でこの病  

院に勤める医師アンドレイ・エフイームィチのプロフイ・－ルが紹介される。こ  

の章では主に彼の人生観が叙述の対象となるが，次章でほ，病院での生活が具  

体的事例を伴って描かれている。だがその内容ほ決してエフイ・－ムイチにばか  

りあてられている訳ではない。病院に勤務している看護婦や小使い，入院患者  

を通して，この病院の経営方針に対する彼の不満を述べさせるという手法であ  

る。彼は登場人物に自分の考えを表白させる際に，一・見そのこととは無関連な  

他者に関する叙述，或いは他の場景を挟み込む。これらの均質でほない素材か  

ら，間接的に登場人物の語りたい内容に言及しようとする。   

さて，こうした作者の創作態度は，作品に具体的にどの様に反映されている  

であろうか。文中にどう現れるかに言及しよう。文中のイタリックの部分は，  

アンドレイ・エフイームイチに就いての叙述でほない。先に述べられた彼が置  

かれている立場を他者を介し叙述することで浮かび上がらせようとする場面で  

ある。イタリックの部分は全部で六種の文から成る。一つの動詞（npoHeCTH）を  

除いて，動詞は非他動詞が用いられており，これらの文は文章論に言う，所謂，  

非分節文（HePaC朋eHeHHOe8blCKa3blBaHHe）である為，文要素ほ，状況語，述  

語，文の主辞という文型に従って配置されている。作家がその発想を文に顕現   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



63  散文にみられる現実分節の諸相   

する場合，常に一層のリズムを念頭に置く。ロシア語教育法で用いられる文の  

5） イントネーションパターンで説明すれば，これらの文でほHK－1（平叙文の標  

準的な抑揚で，文尾に急激な下降が見られる。）に相当するリズムが見られる。  

これは，例えば，それに続く文，  

1tK－3  

AHApe疏Eヰ）HMblt13HaeT，／tlTO．  

でのイントネーション／くターンの転換（肘3）によるアンドレイ・エフイームイ  

チの独白という文脈の展開と無縁ではない。チェ1－ホフの切り詰められた文章  

に，直接詩的なリズムを求めることにほ無理があろうが，彼のこうした文章作  

法と音韻上の関係に注目することほ文体分析に必要な作業である。   

次にチェーホフの叙述に則して，文の伝達内容を調べてゆく。第…・文ほ，   

1）XH3Hb erOⅢPOXO且HT TaK．  

6）  

に始まる。チェダコ1－フの指摘の通り，この章でもチェ・－ホフほ物語を何の説  

明もなしに又登場人物の細かい情報を極力抑えた形で与えるスタイルで始めて  

いる。読老の関心を先に繋くヾこの手法には三つの特徴が看取できる。第一・ほ  

レーマ（新情報が一腰的）の位置の問題である。ここでは文脈からnpoxo且HTb  

ほ非他動詞であり  

rTPOTetlb，3aBepLuHTbC只KaKHM・H・06pa30M，C KaKHM・H．  
7）  

pe3．y此TaTOM．”  

ととるのが妥当である。このことから第一・文ほ，  

HK－1   

2）rlpoxo且HT eTO XH3Hb TaK．   
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と変形できる。この文ほ非分節文であり，文体でいえば中立的なニュアンスを  

有する文となる。1）文に文の特別な意図を見い出すとすれば，それは読者に  

とって全く新しい情報であって，正常と考えられるテ・一マ（旧情報）－レーマ  

（新情報）の配置とはなっていないことである。文の現実分節は文の受け手に  

ょって認識されるのでほなく，文の発話老の側で用意される為に，こうした理  

解の組靡が生ずる。オ、一・クリローワはヴェ・マテジュ・い】・・・・スの説を引用して，  
8〕  

この様な文にほ発話の核だけが存在し，発話の始発点がない文と見敬している。  

マテジェ．・－スによれば，説話文にみられる くく※H剖a・6bI叔．‥”に始まる文は普  

通のタイプの単文に変形されるいわば比喩的表現と考えるのが無理のない論理  

であるとした。説話文では，  

3）※HJla・6blJIa6eAHa只KPeCTb只＝Ka・OHanOLuJlaBJIeC3aTpaBO鏑AJLR   

nO且CTlイ』Klイ．  

は  

4）6e且Ha只KpeCTb只HKa rTOLuJIa BJleC3a TPaBOflAJIR nO且CTHJIKH・   

9） と整理されるとする立場である。4）文に見い出されるHK／くターンは1であ  
り，3）文の文尾の抑揚はこれと変わらない。ところが1）文と2）文にはこれとは  

別のニュアンスが読み取れる。かりに1）文を分節できる非他動詞文とみると，  

HKパターンは文尾で1となり，本来2）文の非分節文であるものを，作者の意図  

に従って置換したとすれば  

HK－3 HK・1   

1・）X岩3HberO♂npoxo且HTTaK．   

というパターンとして理解されることである。これは単に  

qTO nPOXO且HT一丁aK一？   
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という疑問に答えるという文意ではなくなる。この読みによれば1）文が意味す  

るところは少し先のAHAPe貞E伽MbItlから始まる文を意識してその生活の  

ありかたに素朴な疑問をアンドレイが感ずるという意味が強くなってこよう。  

1）文には文要素の配置に今一山つの特徴がある。文を文法上分節し中立的ニュ  

アンスを生じさせる場合，その配置には一足の傾向がみられる。例えば一・致定  

語ほ一・致させる文要素に対して前置するという傾向である。2）文で1）文に見  

られるXH3Hb erOを ero xH3Hb としたのはその為である。これらの表現に  

文法機能上の差を認めるとすれば，こうした配置の傾向が散文や韻文に多く現  

れることと関連させて，別言すれば，文体上のニュアンスとの関わりから考察  

する必要があろう。この場合に．も，文要素の配置にみられる中立的スタイルを  

補完する意味でX扇3Hb erOなる抑揚（論理アクセント）が付される。一傲定  

語の前置と不一・致定語の後置が中立的文体にみられる一腰的憤向であり，これ  

らの配置が示す文法的かつ音韻上の諸磯能に就いても考察を要しよう。  

5）3AeCb，B60JLb＝＝ue，B y3KOM TeM＝OM KOP＝几OptlHKe CH且只T aM6y－  

JlaTOpHble60JlbHbIe，0〉KH且atOLuHe nPHeMKH．  

原テクスト中の，5）文に・は，以下の様な変形も認められうる。  

5′）CH且5］T aM6yJIaTOpHble60JlbHbIe，OXH皿alOli1日e rIPJ4eMKH3且eCb，B   

60JlbHHue，B y3KOM TeMHOM KOpH且OpqHKe・  

5）文と5′）文に認められる文意の差は文の現実分節による枚能上の差である。  

作者が文を3AeCb，B60∬♭HHueで始めたのほ，文意伝達の正常な方法に従っ  

てのことであり，発話の意図が何らかの事実の出来した場所や時刻，原因やそ  

の行為の目的を伝達しようとするのであれば，5′）文のタイプ，文尾の文要素に  

これらの叙事内容が置かれなければならない。つまり文の現実分節に於ける文  

要素の配置も又，中立的な型とこの型に従うことのない二種類が予め予測され   
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よう。それほ原テキスト中の次文の如き対照に反映される。  

6）06b王KHOBeHHO OH BCTaeT yTpOM tlaCOB B BOCeMb，  

6′）OH O6blKHOBeHHO BCTaeT yTPOM L［aCOB B BOCeMb，  

この部分ほ現実分節の立場からは，6′）が採られるべきであるが，作者は文体上  

のニュ．アンスを求めて，代名詞後置のスタイルを用いている。この傾向ほ  

チェーホフの文章に共通して現れる現象である。文芸散文にみられる斯様な  

テーマやレ叫マの分断が発話にどの様な影響を及ばすかについても言及しよう。   

ペ、－・ アダメッツはチェコ語との比較で，ロニンア語の配語は三つの要因で定  

まるとしている。彼の指摘する要因とほ，文の統辞構造，文の現実分節，文の  

文体的ニュアンスであり，又音韻上の特徴がこの三要素と不可分に結合しあっ  

て全体としては複雑な体系を成していると述べている。文のイントネ1－ショこ／  

の中心（頂点或いほ核）とフレーズ力点が類似的意味を表現する為に使い分け  

られるため，これらを総合的に分析しなけれほ配語の全体像を描くことは不可  
臼Ⅹ巳  

能であるとしている。イー・ラスポ・－ポフとカー・ザキリヤーノフは文を「構  

成する語形と伝達内容の間の一・定の構造上の結び付き」と定義した上で，文に  

はアダメッツが指摘する統辞構造分節に課せられた一・定の伝達上の展開を定め  

る（旧情報から新情報への）特別な相互関係が働いていると分析している。文  

の現実分節は，彼らによると，こうして文の文法分節と共に文の構造上の特性  

を知る上で大変重要な考え方であるとされる。彼らほロシア語とトルコ語に於  

けるこの間題の分析を通して，アダメッツと同様，－・定の配語が意味するとこ  

ろのものを次の三項に要約している。1）文の文法分節のレベルで，一つ一つの  

語形構造上の結合の階層指標となりうる。2）伝達文で発話内容（伝達の見地か  

ら）を具体的に表現することが可能となる。3）いろいろなタイプの文を作る場  

Il、 合の文体的変形を保証する手段の役割をしている。   
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前章で若干触れておいた通り，統辞論的に中立であると感ぜられる文体にほ  

一・定の懐向が見られる。  

7）3mu z803∂u，06paLueHHbIe OCTpH只MH KBePXy，H3a60p，H CaMb摘  

OJ［HreJlb HMefOT mOm OCO6ud yfibL・hbLliof（aHfifib（dBHD，KaKO釣y HaC  

6blBaeTTOJ［bKOy60・AbFlmFlbLXH m7QPeM7LbLXnOCTPOeK・  

8）CTa且00JleHe臨，HeO6blKHOBeHHOfq）aCu6bLX Hu）a叫uO3fibLX）O KOTO・  

PbIXOHqHTaJTBtlePa，nPO6exaJ70MMMOHerO；  

9）OH6blJLBqepaMaJ10且yLueH，60RJIC只且a〉KeJlyHbl，HCKpeHHe BblCKa－  

3blBaJTqyBCTBa＝MbICJIH，KaK＝XPa＝bLue＝HenO且03PeBa＾yCe6只・Ha－  

npHMeP，MbICJl＝0＝ey且OBJleTBOPeHHOCTH≠ulAOCO痴Cm8yfO叫ed〟eAfO32u・  

10）O tleM，6blBaJ10，HH3arOBOPHl11bCHHM，OHBCe CBO且HTKOAHOMy：  

8～QPO∂e凡y山HOHCKytlHOXumb，yO61ⅡeCTBaHeTBbICll1日XHHTePeCOB，  

OHOBe几eTTyCKJIyH3，6eccMblCJ7eHHyIO〉KH3Hb，pa3HOO6pa3fIeeHaCHJIHeM，  

rpy6biM Pa3BpaTOMZIJIHtleMePHeM；…  

11）AHAPe疏E申HMbItlJler＝aA＝Ba＝，JIHuOMKCn＝＝KeH，CTHCHyB3y6bl，  

CJlyLuaJIC80e20∂py2a，KOTOPb摘「op刑OyBeP5］Jle20，tlTO¢paHⅢ相paHO  

HJIH rTO3且HO HenPeMeHHO Pa306beTIblMafiLtfO，qTO B机ocKBe OtleHb  

MHOrO MOueHHHKOB H tlTO rTO HaPyXHOMy8日AyJlOlna且H HeJ［b3月Cy几HTb   

O ee 且OCTOHHCTBaX．  

12）OH nOTHXOHbKy Bbl山eJIH3t（BaPTHpb川，OXBaqeHHb泊y〉KaCOM，6e3  

LllanKHHCtOPTyKa，nO6e〉Xa』nOy肌e．（中略） HHBa＝yDM＝TP＝qy  

Ka3aJlOCb，qTO HaCMHe BCerO MHpaCKOrMJIOCb3a erO CnHHO疏H rOHHTC只  

3aH廿M．   

g203α∂印闇∽．叫即〟βe〟〟∂0，〟0戊〟〝OC〟α．尤〟．ズ03ガ加〟3α∂0〝椚叩0・〟 

7）文は一・致定語が支配を受ける語に前置される場合である。形容詞や指示代  

名詞はこのカテゴリーに属する。特に定語の場合は，後置されれば統辞論的な   
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立場からほノ，賓辞としての枚能を有するので，文意に重大な影響を及ばしかね  

ない。8）文がその例である。ここでほ変形文として  

8′）CTaAO HeO6blKHOBeHHO KpaCHBblX H rpal川03HblX OJleHe疏・  

が考えられるのだが，状況語HeO6blKHOBeHHO が働いて，結局支配されるべき  

語 0』eHHに前置されることなく後位を占めた結果，「異常に美しく典雅に鹿が  

群れていたが」と述語的ニ、ユアンスを帯びた表現とはなっていないだろうか。  

しかし研究者によってほ，主体項とその限定辞の関係を考察する場合に，こう  

した形態論上の関係（－・致，支配，接合）に重点を置くべきではなく，文を構  

成している構成素の意味，つまりそれらの外延的相互規定性に立脚すべきであ  

1ご、 るとサる立場を支持する考え方も又存在する。   
7）文とほ逝の場合がある。9）文には不一・致定語（名詞）や名詞に．付く補語（前  

置詞語結合）が支配語の後方に置かれると中立的な文となる例がみられる。  

HanpJ4Mepの後ほ  

O KaKHX MblCJI只X OH BblCKa3blBa刀？  

に答えるべき発話や，   

rlo E（aKOMy Xe qeJ10BeKy9TO Hey且OBJleTBOPeHHOCTb？  

に由来する発話となっている。前位を占める要素が上位範疇概念を意味し，後  

続の要素が下位範噂概念を意味している。又これらの相互関係はテーマとレー  

マの関係に比されるものであると言って良い。つまり前者の何であるかを後者  

が補足し説明するという考え方である。この意味で文体論上のニュアンスを考  

臆すれば後置されるべきレーマ的要素が前置されると被支配語に対する定語的  

息昧を帯びる。  

1（））史は前置詞語結合の前置された例である。先の立場からこの文を考える   
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10’）EMyÅyulHOHCKyLIHOH3－3a2QPO∂cj（OlixH3HH．  

と半ば定語化した意味に落ち着く。文脈からみれば，この部分ほ   

ク  
B rOPOAe 旦yLuHO H CKyLIHO 〉KHTb  

と B rOpO月e という状況語に論理アクセントを置くことで作老の配語の意図  

が実現される構造になっている。   

更に11）文でほ動詞述語に対する対格やそれ以外の斜格に立つ補語の問題が  

示されている。中立的な文体でほ，これらの補語ほ寅辞の後に置かれる。対格  

に立つ補語が賛辞の前に出て，寅辞が三人称複数に立つ構文は，普通，不定人  

称文として理解される。（12）文参照のこと。）12）文のEro3aAep〉KaJIH ほ  

12′）OHJ43a且eP〉KaJIH erO．  

と書き変えられるが，不定人称文では行為の認識主体は発話に際して明確に意  

識されるのではなく，発話者の意識が行為に集められ，又その行為が及ぶ対象  

に彼の関心が移ったと考えられる。その結果文要素の配置に変化が生じて12）  

文の形をとると考えられる。エス・ココ・－リナによるとこの種の文で主語に立  

つ語彙が具体性を欠く名詞があり，一・方補語が12）文の如き人称代名詞から  

成っている文には不定人称文でなくとも斜格に立つ語の明らかな認識主体化へ  

の傾向が看取できるとしている。  

Ero pa3RpaXa』9TOTpa3rOBOp．（3peH6ypr）  

CyAapblH只！－CKa3aJ10H，HeMHOrOnOrO朋．－ Bac，只BHXy，CMyLuaeT  

MO頁BH且．（qexoB）  

Ero3aXBaTHJ10HOBOeqyBCTBO．（3peH6ypr）  

BHH3y6blJlOXOpO山0，HOHaBepXy eLueJlyqLue：MeHSIOCO6eHHOnOpa・   
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3＝］．aq＝CTOTa＝r＾y6＝＝aHe6a，C＝只fOlua只npO3Paq＝OCTbBO叫yXa．（Typre－  

HeB）  

爪eH兄BOJMyeT，OCKOp6朗eTrPy60CTb，只CTpa皿atO，KOrAaBHXy，甘O  
tleJ10BeKHe且OCTaTOtlHOTOHOK，＝e且OCTaTOqHOM肝OK，］［tO6e3eH．（LlexoB）   

次に前引のペ、－・アダメッツの言う文の現実分節，イー・ラスポーポフと  

カー・ザキリヤーノフの認める文意伝達の見地から発話内容を具体的に表現す  

る機能に就いて考えてみたい。文を構成する原則として先ず発話の出発点があ  

り，この情報を基に未知情報を既知化することで文章がその意を伝達する。ロ  

シア語の様な総合型言語と，他の分析型言語ではこの伝達の統辞タイプに根本  

的な差が見られる。ロシア語では文要素の機能がその配置される位置に応じて  

－・義的に決定されることはないので，先述した様な最少限の原則が守られれば，  

文要素の配置が文意の表白に支障をきたすことほあり得ない。ただしこれらほ  

あくまでも基本的意味の開陳という意味に於いてである。  

13）Bec＝0崩，KOr且a CO山eJIC＝er，B OBpare OKOJlO KJlaA6HlllaHa山JIH   

ABa nOJIyCrHMBLuJ4e Tpyrla － CTaPyXJ4 H MaJlbtIHKa，C rIpH3HaKaMH   

HaCHJlbCTBeHHO疏 cMepTH．  

13）文にある状況語 BeCHO疏の配置をこの文の基本構造から見ると，  

13′）BecHO前HaLuJl＝ABa nOJlyCr＝＝BJnHe TPyna．  

13′′）皿Ba nOJlyCrHHBl11日e TPyna HaLuJ］H BeCHO琉．  

の∴つが一・般的であろう。13）文の伝達内容は死体が見付かったこととその事  

什の出来が春であったことの二点である。その様に理解するなら，論理アクセ  

ク ソトほTPy口a におりなければならず，動詞と名詞の語結合は分かち難い統一 

休を形成する。従って   
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HauJ［M8eCHO銃且Ba rlOJIyCrHHB山He TPyna・   

なる文ほこの文脈でほ生じえない。作者はそういう狙いをもとにこの状況語に  

更に幾つかの修飾句を付加している。  

BecHO疏，〟0∂∂αCO〟Je〟C／Je2，β0即αZeO／く0．〃0／C〟α∂∂〟叫α   

この様に，－、見自由だと考えられる・エレメントも，文の現実的解釈の立湯か  

らほ．，一つ一一つの統辞論的タイプが区別されているのである。  

14）rlonytlaeTC只 6ecnop只且011HOe，HeCKJlaAHOe nOnyPPH H3 CTaPbIX，  

HO eule HeAOneTbIX neCeH．  

15）Ho3aTO3HatlHTeJIbHOOCJla6eJIHHTePeeKBHeLuHeMyMHpy，BtlaCT一  

日OCTlIドkHIlraM，Ll（「／71a、Ja（、zLZbfL（1〟3rI（efLqmb／Z（7Lt（qmb．  

16）CyA只nOMyqHTeJIbHOMy，6brOlⅡeMyKal11J［K），Xy且06eHpyM鋸叫yHa  

LueKaX，y HerO HatlHHaeTCfltlaXOTKa．3a fiLLM CAe∂yemlMaAefibfCud，  

、－／仁〃パ・り）、■・・Jr〝′・／い・、′′・′Jイし吋卜Jト．J′＝／りJ／∴‥  

17）Mo疏ce如aJlfO6HTyCJly〉KHBaTb．OFlnO∂aemmo8qPuuiaM80∂y，．・・  

18）HocKOPO〉KeJIaHHerOBOpHTb6epeTBepXHaABC只KHMHCOO6pa〉Ke－  

HH只MH，H O／J∂αe椚Ce♂eβ0．〟肌‥  

19）HanpHeMKe CKOpOeMynPHCKyqaIOTPO60CTb60JlbHbIXH＝X6ec－  

TOJIKOBOCTb，6J1日30CTb6＾ar0＾enHOrOCepreR CepreHqa，（中略）Ho＝  

yxo几＝T，r7P＝＝只B n只Tb－ⅢeCTb60J［bHblX・OcmaAbfibLX6e3fie20／u）ufiu－  

〟αe椚≠e舶∂M印．  

20）Bo BpeM只npHeMKH AHApe抗E中日MblqHe且eJIaeTHHKaKHX Onepa－  

u川1；…  

21）0∬β〃叫〟〟α．ズ〟．〟の由〟0〟βC♂2∂α20β叩比〟C／叩αC／乃叫CBOCTOprOM，  

HOHH Pa3．yHe6blJIBJIFO6JIeH・  

22）yHerOeCTbnO皿nO且yl11KO貞HnOÅMaTPaueMqTO・TOTaKOe，qerO   
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OH HHKOMy He rTOKa3blBaeT，HO He H3 CTPaXa，tlTO MOryT OTH只Tb HJLH  

yKPaCTb，aH3CTblAJ［HBOCTH．肋02∂ao7ifW∂XO∂um7（OfCfig・・・  

23）Bepo只THO，HW几eB且pyrOMMeCTeTaK〉K＝3＝b＝eO且HOO6pa3Ha，KaK  

BO OJIHreJIe．yTpOM60J［bHbIe，KPOMe napaJ［HTHKa H TOJICTOrO My）KJ4Ka，  

yMblBaH）TC只BCeHRXH360此Il10rOyLuaTa＝ymLPa70mCX45aA∂aMuXa－  

〟α／乃0βメ∴‥  

14）文と15）文でほ作者は認識主体に生じつつあった事態に焦点を合わせて  

叙述している。14）文に現れる直前の文脈は   

Kor且a OH rOBOPHT，（中略）「oBOpHT OH O tleJ10BeqeCKO蹟noAJ10CTH，  

O HaCHJ［HH，rIOnHpatOuleM rIpaBBy，O nPeKPaCHO貞 光H3HH，KaKa只 CO  

BPeMeHeM6y皿eTHa3eMJIe，060KOHHbIXPe山eTKaX，HanOMHHaIOLuHXeMy  

Ka〉K旦yrO MHHyTy O Tyr10CTH】H 二眠eCTOKOCTH HaCMbHHKOB・  

と，話し出したらそれが止まらぬグーロフの話し振りが描かれている。その結  

果彼の話は混乱のうちに終わるという場面で，文要素の配置を文の現実分節か  

らみると，寅辞一主辞という不可分叙述が用いられている。15）文も前段の文脈  

から認識主体の記憶力の減退という状態がとりあげられて，同様の分節処理が  

なされている。  

16）文にほ前二文とは異なり文頭に場所を意味する状況語がきている。前段  

で六号室の患者を一人ずつ紹介するという意図から最初の人物像が語られる。  

次に別の人物の言及が続くこの文脈では現実分節の原則，テ、－マからレーマへ  

の叙述の展開として受け取るのが一・般的である。17）文も現実分節上正常な語  

順をとっている。前段ではモイセーイカの性格が大変世話好きであると披露さ  

れる。従って，  

KaK O＝BCe yCJlyXHBaeT？   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



73  
散文にみられる現実分節の諸相   

に対する文脈的配慮を考えれば，17）文の現実分節は   

14）  OH♂no且aeT TOBap仙IaM BOBy・  

T  P  

となろう。18）文にも同様な文要素の配置をみることが出来るが，17）文ほどの  

制約を受けている訳ではない。確かにり 前文ほ明らかに  

Ho cKOpO y7ieZO XeJlaHJ4e rOBOpHTb6epeT BePX HaABC只KHMZICOO6pa一  

光eHH只MIイ．  

の意であるから，認識主体の行為に焦点があると考えれは，   

OH♂AaeT Ce6e BOm  
T  P  

と17）文と同一・の図式になるが，y He「0の叙述は原文にみられないため，例  

えば  

18′）几aeT OH Ce6e BO剖旧・  

との対応も考えられるからである。18′）文は次章にとり上げる文体上のニュア  

ンス（所与項目 くくoH”が新規項目 くt且aeT Ce6e BOJIZO”を分割している）を求  

める表現である。チェーホフはこのタイプの文体枚能をもつ文を多用する傾向  

がある。この傾向に就いては次章の検討に委ねる。  

19）文の文頭に配置されているのは，17），18）文とは異なり，文の二次的要素  

たる補語で，主要素内は賓辞一主辞の語順が用いられている。補語ocTa∬bHbIX  

は直前の  

npH皿B nRTblUeCTも60皿blX・   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



74  
山  田  勇  

を受けて彼ら以外の患議連を意味しているのであるから，19）文は   

OcTaJ［bHblX6e3HerO♂npHHHMaeT㊥eJlb皿ulep・  
ノT  P  

となり現実分節の基本的なバク・－ソで叡尊されていることが諒解される。   

20）文にほこれに先立つ文として，   

M60J［eeM H HyX斗yTepnHM OTTOrO，－「OBOpHT OH，－－tlTO rOCnO・  

Ay MH』OCeP且HOMy TMOXO MO』＝MC只・皿a！  

が置かれている。20’）文とほ文脈上の連関は薄く，従って発話全体がレーマから  

成る文である。17）←19）文ではそれぞれ認識主体の行為内容に陳述の重点があ  

ると思われるが，この文の場合には，時を意味する状況語が前置されている。  

ェー・ リェ・－パはタイポロジー・研究の立場から散文と韻文の配語の問題を研究  

しているが，詩に於いて，認識主体の前に立ちうる文要素のうち，一番確率が  

高いものとして，時に関する状況語をあげ，以降，目的，動作（動詞－・般），空  

間，特徴に関係した主要素ないし，副次要素がこの順に減ってゆく確率で現れ  
15）  

るとしている。チェ・－ホフの場合も，時に関する状況語は前置される傾向にあ  

る。20）文の様な特に文脈から孤立した状態でこれらの文要素の出現率を求め  

ることは－・定の意義があると思われる。   

文の伝達目標の主眼が認識主体とその行為にあるのでなく，文の二次要素で  

ある状況語にある時，文尾がその為の役割をすることが多い。蓋し平叙文では  

HKパターンは1となり，抑揚の急激な下降がみられる。これはとりも直さ  

ず，文尾の意味上の重要性を示すものに他ならない。21）文に於ける  

CTpaCTHO ほ様態，22）文のK OKHy は空間，23）文の 中aJ7且aMH は手段をそ  

れぞれ表現していると考えられる。イー・ラスポ、－ポフとカー・ザキリヤーノ  

フはこの現象を発話の特別な意図が何か或る事実の場所・時・原因・目的を正  

確に伝えることにあり，叙述が人（対象）による一・定行為の実現，一・定状況の   
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16  

体験に及ぶ時に文尾が特定の機能上の意義を持ち得ると指摘している。  

我々は，これまで，中立的な文体での文要素の配置の考察を試みて釆た。文  

の文要素への分割は文法上の分節もさることながら，文脈に埋め込まれて具体  

的意味を有しうることが多い。オー・クリローヴァとェス・ハブロニーナほ中  

立的な文体と共に，表現上何らかのここLアンスを付加された叙述に触れて，文  
17）  

要素の結合の組み合わせのタイプ（支配，一・致，接合）からの分析をしている。  

又，テ・－マやレーマがそれ自体分割されて配置される場合があることを指摘し  

ている。チエ・一ホフは特に人称代名詞についてこの様な文型を多用する。   

OH AOJIXeH6blJ［OT yTpa凡O HOtlH AaBaTb rpOu10BbIe ypOKH，3aHHMa・  

TbC只nePerT＝CKO昆＝BCe・Tat｛＝rOJlO皿aTb，TaKKaKBeCb3apa60TOf（nOCblJIaJICfl  

MaTePH Ha npOnHTaHHe．TaKO貞光＝3＝H He Bbl且epXaJI‖BaH nMHTpm；  

24）0〃na』凡yXOM，3aX叩e』H，6pocHByHHBepC＝TeT，yeXan且OMO玖・25）  

3几eCb，BrOpOAKe，OfinOnPOTeKuHHnOJIytlMJ］MeCTOytlHTeJlfIBye3且HOM  

ytlHJMlne，HO He COLueJIC只C TOBapHlnaMH，He nOHPaBHJIC只yqeHHKaMJ4  

cKOpO6pocMMeCTO．yMePJ］aMaTb．26）OfiCnOnrOAaXOAHJ16e3Me・  

CTa，nHTa只CbTOJlbKOXJle60MHBOAO蹟，3aTeMrlOCTynHJIBCy皿e6HblenPH－  

CTaBa．27）3Ty且OJ［XHOCTb3aH＝MaJ［07i且OTeXnOp，nOKaHe6bIJ［yBOJ［eH  

no60Jle3HH．   

28）OflHHKOrua，Aa〉KeBMOJ10AbleCTy且eHqeCKHerOAbI，HenPOH3BOAMJ［  

BneqaTJleHH只3且OPOBOrO．29）Bcer且aOFL6bIJL6＾e且e＝，XyA，nO且Bep〉Ke＝  

npocTy且e，Ma＾O e剖，且yP＝OCna丑・ 

KPyX＝』aCb rO＾OBa＝且e＾anaCb＝CTep＝Ka・31）EzoBCer且aT只＝y＾O K  

JltO皿只M，32）HO6JlarO且aP5］CBOeMy pa3Apa）K＝TeJ］b＝OMy XaPaKTepy H  

MHHTeJIbHOCTH OfiHH C KeM6JIH3KO He CXOAHJIC只H Apy3e疏He HMeJ［・  

33）Oropo〉KaHaX OflBCer且aOT3bIBa＾C只Cnpe3Pe＝＝eM，rOBOPR，qTOHX  

rpy60eHeBeXeCTBOHCOHHa5］：満潮旧OTHa只XH3HbKa〉KyTCR eM．y Mep3KHMH   
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H OTBpaTHTeJLbHblMH．34）「oBOP＝』OuTeHOPOM，rpOMf（0，rOp刑O H He  

HHatle，KaK He「ODy只H BO3MyLua只Cb，HJLH C BOCTOPrOM H yAHBJleHHeM，H  

BCerDaHCKPeHHe．35）OqeM，6bIBaJlO，HH3arOBOpHubCHHM，07iBCe  

cBOAHT K O且HOMy：（中略）Hy）K＝0，tlTO606LueCTBO CO3HaJlO Ce6月H  

yxacHyJLOCb．36）BcBO＝XCyX且eHH只XOJlrOAnX OuKJIaJlryCTbIeKpa・  

cKH，TO丑♭KO6e明用）H qePHyfO，He npH3HaBa只H＝KaK＝XOTTe＝KOB；37）  

tleJLOBetleCTBOÅeJIHJIOCb U7ie20Ha tleCTHblX H nOAJ［elユOB；CePeAHHbl〉Ke  

He6bIJIO．38）0〉KeHLuHHaX HJ］rO6BH OuBCerAa rOBOpHJICTpaCTHO，C  

B。。TOprOM，HOHHpa3yHe6bInB＾tO6＾e   

『六号室』の二葦の纏まった文脈でテーマとレ‥－マが分断される発話につい  

て考えてみよう。これまで述べて釆たところから，文の現実分節に影響を及ば  

す主な要因が文脈にあることが明らかとなった。従って散文の文体分析もその  

発話がどういう環境に置かれているのかに重要な関わりを有する。『六号室』の  

二葦は入院患者イワ・－∵／・ドミートリチ・グロ、－∴モフの叙述にあてられている。  

文の構成は，この引用箇所に於ては，一・定の規則性がみられる。発話の核とな  

るべき文要素に，人称代名詞 OH ないしその斜格が用いられている。後老は  

30），31），37）文にみられ，その他の24）～38）にはOHが用いられている。更に  

一つの特徴ほそれらの発話核の位置である。24），26），28）文では発話核OH が  

文を起こしている。しかし，これらと31）文を除いた残りの文脈では状況語を  

始めとするその他の文要素が文を始めている。これは作者が発話の内容と文体  

の一・致を図っている例といえよう。イワ・－ン・ドミー トリチがその昔さとも相  

侯って，苦学をすることによって，自分の性格を極端なまでに尖鋭化させるこ  

とになった事情が説明されているのであるから主人公はイワーソであり，その  

ことは読者にも彼であると触れなくとも理解できる。文の中間部に発話核が置  

かれることと，発話内容の一・致ほこうして得られてゆくのだが，ここで作者ほ  

四箇所に斯様な文体の統一せ破る試みをしている。   

24）文で主辞 OH が文頭に出た理由は明確である。24）文に前置された文は，   
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認識主体（主辞）が後置されてほいるが，この節の努頭に  

npe〉K且e，nPHOTtle，ムわafiHMu77u”履，nPO光HBa只BrleTep6ypre   

（中略）noJlyqaJ［LlleCTbAeC只丁一CeMb且eC只TPy6Jle抗BMeC別川・・・  

と触れられていることからテーマの役を担っていることがわかる。同様に  

TaKO貞光H3HH も直前文の   

BeCb3apa60TOKnOCbIJlaJIC只MaTePH Ha npOIIHTaHHe  

を受けているから，この文ほ  

TaKO銃光H3HH♂He BbIAeP〉KaJ［／HBaH AMHTP＝q；  
P  T  

19）  

と現実分節される。セミコロンはこの文脈では rTOTOM とか TaK KaK と解釈  

されるから，文体を考慮して作られたテ・－マの後置を，そのまま24）文の文頭に  

用いた現実分節の要求からきている。オ・、・－・・・・クルイローワほ非分節発話概念に  

言及しつつ，この問題を情報の受け手との関係から説明している。  

／／・㌧仙叫り川′．t川′料甘・∴り川．一帥‥イ・J′い丁い〝、・、′川′′（′．●八●・刷中ソー・一汁仙川〃〃  

・、〟しだ、、／り川、－・・椚／Jいご吋り／／′リー（／∵・・／－／／（JJ・′〟 〃・・、、・・  

CO／乃p〟∂〃〟Y e C／乃βα C／乃pα〃－∀．〟（7〟0β C∂β  

8061A 
。 

1980，No‖6）．   

諸老にとっては全文がレーマである筈のこの文も，言語に働くエコノミーの  

原則を取り外せば，発話は常に或るものの存在を確認するタイプの導入発話か  

ら始まる。この様な立場から示された文を再編すると次の様になる。   
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C〟叫eC／乃β〟e椚 βe／J2p〟見 βe〃印〟ガー0∂／≠α 〟3  

c／乃pα〃－〟∀αC′乃〃α叫 C∂且 3∂ecゎ（H』H：βjお／J印〟〟）  

、iトJ・トJ／′′．・h一J；／・／、－・、／‥′ ∵，／－・、JトJ／申・い．●リー川ざ－′いい  

川．さJ、・∫、／＝．Jモノ〃‥り・・・‥・卜・／J〃・・．「、、，‥・′川J′・′∴・－・・′′い  

．〃・り∫・ご・｝ ′り‥‥・・′・′′・′卜 …り・、、・・‥・′〃／一〃・l‥′′′－  

写eC／乃βα C〝7pα／才一写〟e〃0β C∂β β 0∂．〟αC〝7〟  
21）  

X 〟．ノ咋 〟 払   

この意味で24）文は文の現実分節の流れ，テーマ→レ、・－－－・マに沿っていると言  

える。一・方26）文の発話核の前置ほこれとほ事情が異なり，現実分節の為の流  

れが前文によって遮られた例である。24）文の場合の如き文の連関は「母親の死  

亡」という発話で断ち切られ，再びイワーンの話題へと戻す必要がある。謂ば  

新たな節の開始であると言えよう。この例の様に認識主体（主辞）＋賓辞という  

配語による二肢文の構成に関してほ，ユー・リィエーパが興味深いデータを示  

している。それによると，散文では，英語，ラテン語，ロシア語での資料を検  

22） 討する限りでは，主体と動作・状態を意味する限定辞が組み合わされる時，こ  
の順に配置されるのが－L般的であるとした上で，しかしその利用率ほ言語に  

よって異なるとする。具体的には，英語でほこの配置をとらないのほ25例中3  

例（12％），ラテン語では50例中24例（48％），ロシア語でほ44例中15例（34％）  

である。一・方，韻文になると英語（10／49，20％），ラテン語（39／90，43％），  
23）  

ロシア語（36／89，40％）とこの組み合わせが見られなくなる頻度があがる。   

28）文は節の先頭に発話核の中心として代名詞が置かれているが，これも  

チェーホフの奇をてらうことを避ける傾向と－・致する。さて，残りの文ではい  

ずれも発話核は文の中間に後退し，それぞれの発話がイワ・－ソについて叙述さ  

れていることを示している。テ・－マとレーマの分断がこの例でどの様に生じて  

いるかを調べてみると，次の様なことが諒解できる。分析を簡明にする為に各  

文要素をS＝認識主体，Ⅴ＝賓辞，D＝各種の特徴を意味する文要素の成分と  

記号化して文24）－38）の文型を表示しておく。   
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文  型   文  番  号   計   

ロ  D S （D）V（D）  25，29，32；33，35，36，37，38  8   

田  （D’）V S（D）   27，30，34   

D V（ 31   

Ⅰのタイプはテーマとレ、・－－－・マの配分が，  

D S  
亨 ■子  

（D）Ⅴ（D）  

となり，ⅠⅠのタイプでは，  

（D）V S D  
子 ‾F  P  

又，ⅠⅠⅠでは  

D V D   l▼ ‾▼‾‾  
千 1「  

となる為，分断を受けるのは事実上ⅠとⅠⅠのタイプということになる。  

四  

文芸作品に見られるテ・－マ或いはレ・一マ内の同種伝達節の分割配置の斯様な  

様態を故能面からその意味するものに就いて考察しておこう。   

イ・－・ コフトウ・一ノヴァは散文の配語には二つの傾向があるとみる。その一 

はこ葦で述べられた現実分節によって自然に決まるものと，その一・方で表現上  

の色付けとして配置の転換が図られる場合である。後者はしばしば叙事的散文  

にみられ，他のジャンルで用いられる可儲性が少ない。この意味で中立的文体  

を大きく変えるのほ，レー・マの転換であり，この様にして故意に置き変えられ  

る文は必ず文のアクセントの移動を伴う。   
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CTpaI吏HOe BOJLHe＝＝e OXBaTHJlO ApKTypa・⇔  

24） ApKTypa OXBaTMO CTPaLllHOe BOJIHeHHe・   

r10qTH且eTCKaR HeyM¢J10CTb nOqy且HJlaCb♂rleTe／B9TO疏＝e－  

oxH且aHHO疏nepeMeHe（B．Ka3．）⇔   

B9TO貞HeO〉KH且aHHO疏nepeMeHe／rleTe♂noqyDJ4JIaCb nOqT＝  
25）  

且eTCKa只 HeyMeJ［OCTb・   

次に二肢文の現実分節を論理アクセントの立場から詳細に論証している研究  

もある。エス・シメ・－・レフは二肢文の基本部分だ捌こ着目し，主要素の配置と  

論理アクセントを分類して次の様に説明している。   

バリューシュンⅠ 肌aJlbtlHK qHT畠eT．  

これは，エー・ブルイズグノーワのパタ1一ソHK－－1で発音されるタイプである。  

Ⅰほ幾らでも文としての発展がみこまれ一・定文脈という条件下で変化が可能で  

ある。   

バリューショこ／ⅠⅠ ルIaJIbljHK11HTaeT．   

これほ，発話全体に意味があり，名文要素に分節することに意味がない場合  

をいう。明示された行為と別の行為が相対的なものと捉えられる場合に用いら  

れる。   

バリューショソIII tlHTaeT∧旭JlbtlHf（．   

これは非分節文に個有なタイプで用いられ，他の表現との対比で考えられる  

が，文を構成する各要素の結合度がより高いため，この裏現に更に状況語が加  

わると，その位置が自律的に決定され，意味的に状況語のレベルと語結合のレ  

ベルが別の次元で理解される。   

nTHublrlpHJLeTarOT BeCHO白．－BecHO疏npHJleTa10T nTHubl．  

バリュー・ションⅠⅤ  リHT・畠eT 机aJlbLIHK．  

ⅠⅤが文脈に現れる場合，一つの特徴をあげることができる。ⅠⅠⅠとは異なり，  

この文型では，同一＼人物による行為や状態が逐次，展開してゆく様子が描か   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



81  散文にみられる現実分節の諸相  

26 れる。   
二肢文中に更に他の要素，つまり副次的要素を加えた場合の研究も進んでい  

27） 28J  

る。代表的な例として，ペー・アダメ ッツとラスポーポフ，ザキリサー・ノフの  

例を考えてみる。前者は認識主体と補語との関係に条件を何ら加えていないの  

に対し，後者は，これらのこ要素に語彙論的な相関性を認める場合の主要素中  

の寅辞の位置と論理アクセントの関係に．言及している。この場合，テーマとな  

るのほ，行為を発する人物と，それを受ける人物で，レーマが新規情報なので，  

文中のどの位置を占めることも可能である。ラスポ・－・ポフとザキリヤ1－ノフは  

ツルゲーネフの例をあげている。  

naH且aJleBCK＝釣no6a＝BaJIC5］Py且＝＝a・  

この文ほ  

LITO CJlyqHJ70Cb Me〉町y rla＝且aJleBCK＝M＝PyLL＝＝bIM？  

を前提とした文脈で現われ 論理アクセントを行為を表示する部分に付するこ  

とによって幾つかの異文を考えることができる。  

no6a蛋Ba』C只PyAHHa naH且a』eBCKHn．  

rlaHAa＾eBCKH銃Py且HHanO6aABanC只．  

アダメッツは同様に   

29）  萱吐些Han紺：M望竺塑・  

T  P  T  

に対して   
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† （1）60pHC CTaTbfO HanHCaJI・   

† （2）60pHC HanHCaJICTaTbtO・  

（3）Hanふ』60PHCCTaTbrO．  

† （4）HanHCaJICTaTbIO BopHC．  

のバリエーションが考えられると分析した上で，（2）の出現率が実際には高いこ  

と，（1）ほ行為に焦点が集まり，文意伝達論からほ‖K－1を付することで，中立  

的ニュアンスが強まるとも考えられるとしている。アダメッツほ，又，（3），（4）  
30）  

ほ偶然性が高いと結論付けている。   

散文に見られる文体上のニュアンスを求めた文要素の配置には，それが人為  

的であるが故に，文意の正確な伝達手段が必要となる。これが論理アクセント  

の派生する理由である。論理アクセントは，中立語順で表現する筈であった伝  

達意図の復元を図るものであるから，文体上中立的なニュアンスの文には存在  

しない様な文の抑揚が現れる。文芸散文にこうした配語が多用される傾向ほ，  

実は，この文の音韻上の効果を上げるという目的と密接に関わっているのであ  

る。例えば，25）文には文頭に場所の状況語が現れているが，この部分は  

HK－3  

3几eCb，B rOPO且Ke／OH nO npOTeKuHH・・・  

というリズムが見られる。同じリズムは，29），30），31），33），35），36），38）  

文にも看取できよう。これらの文は，先に表示のⅠの型で主に用いられている。  

次に27）文についてみると，現実分節は次の三箇所で行われる可能性がある。  

HK－3   

271）3Ty且OJ［XHOCTb／3aHHMaJ［OH♂且O TeX nOP，A＃nof（aHe6bIJ［  
‖（－1  

yBOJ［eH nO60J［e3HH・   
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この可能性に関しては，イー・ブ／、1－リソが次の様な見解を示している。文   

叫y〉K HacTH pa60TaJ［且O BO紬blHa ueMeHTHOM3aBO几e・  

ほ．自律的に  

叫y〉K HacTH♂pa60Ta＾且O BO紬b工Ha ueMeHTHOM3aBO且e・  

か或いは  

叫y）K HacTH pa60Ta誹AOBO如bI♂HaueMe＝T＝OM3aBO几e・  

と分節が可儲であるのに対し，文  

Pa60Ta Pe且aKTOpa／HaA CTaTbe鎖MOnOAOrO yqe＝OrO／H3如・   

nHanaHayqHO－HCC＾e且OBaTe此CKOrO＝＝CT＝TyTa♂＝3nHlu＝e3きT叩y』aCb・  

では，この文中に示されたこ箇所の意味上連語関係を保つセグメントでの分節  

（／）と，現実分節の置かれる位置（♂）は固定されている。この二つの分節  

は文意と強く関わり，連語関係にある部分間ではポーズほ長く続かないのに対  
31）  

し，現実分節部では，ポーズの誇張が許される。27′）文に置かれた分節はこの意  

味で次のような変形も考えられる。  

HK－3  
27′′）3Ty AO丑沢＝OCTb♂3a＝＝Ma』OH／且O TeX nOp，♂noKa He  

HK・1   

6blJlyBOJleH r1060JLe3HH．  

引用部分のリズムを考慮すれば，27′′）文の様な現実分節も可■能であり，全体と  

して，一・定のリズムが文体を引き締めている。   
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チェ・－ホフの文体にみられる斯様な音韻面の配慮にも，他の分野からの分析  

同様，更に精緻な論究が必要である。  

注   

1）Lly且at（OB A・n．CJ7080B Xy且0〉KeCTBe＝＝OM M＝Peし1exoBa－PyccK鵬只3blKB山KOJle，  

1974，No4  

2）山田勇 チェ・】ホフの文体に就いて一二項文を中心に一香川大学－】般教育研究第23号  

（19833）  

3）Lly且at（OB A．rl．CM．yKa3・COq・   

BHHOrpa且OBaB．H．069BOntOuHHCT＝澗A・rl・tlexoBa（oco6eHHOC一日nPaBKH），BKH・ 

CrHJ7HCT朋Ka X．yAO〉KeCTBe＝＝0玖』＝repaTyPbl，AH CCCP，H3几一BOHayKa，Nl・・1982・C・92  

4）t－1exoB，A．rl．na刀aTa No6 引用例ほ同作品からによる。   

r10♂＝Oe CO6pa＝＝e COqH＝e＝〃蕗＝nnCeM B TPH且uaTH rOMaX，T・18，H3且－BOHayKa，M・・  

1977   

文番号及びイダリγク体は筆者による。  

5）Bpb13ryHOBa E．A．3ByK日日HHrOHa川畑 PyCCKO抗PeqH，H3A－BO PyccK目前只BbIK，肌・，  

1977，C．38  

6）qyDat（OB A．rl．CM．yKa3．COtl．  

7）0〉KerOB C．H．CJlOBaPb pyCCKOrO只3bIKa，H3A－BO PyccK目白R3blt（，M．，1982  

8）Kpb川OBa O．A．rloH椚He HePaCtJJ）eHHOrO BbICKa3blBaHH只－HDBLu，＊HJIOJ［OrHtieCKHe   

HayKH，机．，‖3且－BO BblC山a只山KO瓜，1983，No4  

9）TaM 〉Ke．  

10）AdamecP Pycc附摘c＝＝TaKC＝C B COnOCTaBJ7eH＝＝C qeulCt（＝M，SPN，Praha，1982，C・   

200－205  

11）PacnonoB H．，3at（HPbR＝OB K．Oc＝OBHbIe車y＝t（uHH nOp只AKa CJ［OB B PyCCKOM只3bIKe－   

PyccKH坑只3blK B HallHOHaJlbHO玖LuKOJLe，1965，No4  

12）nHenaE．P．CeMaHTHqeCKaRO6cJlOBJIeHHOCTbnOPRAKaCJlOBBnPO3a椚eCKO貞H nO9THqe－   

CKO釣petlH－H且BLu，4）HJlOJ［OrHtleCf（He HayKH，M．，H3皿－BO BbICula只Lut（OJ7a，1980，No5  

13）KoKOJ）HHa C，H．O ceMaHT州eCKOM Cy6beKTe＝OCO6eHHOCT只X erO BblPa〉KeH＝只B Py－   

CCKOM R3blKe，H3且一BO M「y，1979，C．32  

14）Tほテーマ，Pはレーマを示す。  

15）nHena E．P．CM．．yKa3．COq．  

16〉PacnonoBlイ．，3aK叩bRHOB K・CM．yKa3・COq・  

17）Kp♭lJtOBa O．A．，XaBPOHHHa C．A．nopfl几OK CJ［OB B pyCCKOM只3blKe，H3A－BO PyccK‖琉  

i13bIK，肌．，1984，C．34－57   
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18）文中の番号ほ筆者のもの。  

19）同種の文情報の間に異なる文情報を加えるという意味でほ，この箇所も同じ文体とみる   

ことが出来る。  

20）隔字ほレーマ，それ以外ほテーマを意味する。  

21）KpblJIOBa O・A・CM・yKa3・COq・  

22）具体的にほ動詞及び連辞を意味する。  

23）nHena E．P．CM．y7（a3・COtl・  

24）KoBTyHOBaH．Onop只且Ke CJIOB8PyCCKOM只3bIKe（CTHJIHC日用eCK＝e BaP＝a＝TblCJ70－   

BOpaCnOJlOXeH捌】8月3bIKeXyLLO〉KeCTBeHHO疏ⅢpO3bI）－PyccK以内只3bIKBⅢKOJle，1969，No12  

25）KoBTy＝OBaレ1・rlpⅢ丑冊nblCJIOBOPaCrlOJ［0〉Ke＝＝5］B COBpeMe＝＝OM PyCCKOM只3bIKe，B   

KH・：PyccKH疏R3blK，「PaMMaT椚eCKa只HCCJIe皿OBaHH只，H3且－BO HayKa，肌・，1967，e・132  

26）lnMeJleB 皿．H．CHHTaKCHtleCKaR tiJleHHMOCTb BblCka3blBaHH只 B COBpeMeHHOM  

PyCCKOM只3bIKe，H3且－BO HayKa，州・，1976・C・102一一104  

27）A且aMeu n．OtlePf（㊥yK11HOHaJIbHO－TPaHC4）OPMauHOHHOrO CHHTaKCHCa COBPeMeHHOrO   

PyCCKOrO只3blKa，FrankfurtAm Main，1977，C・147－149  

28）PacnonoBレl，3aKHPbRHOB K．CM．yt（a3．COtl．  

29）T，P，Tの付加は筆者による。  

30）CM．A皿aMelユn．（1977）  

31）6yxapHH B．‖．06 94）OeKTe aKTyaJ［b＝OrO qJIe＝e＝＝只－H皿B山＊MJLOJIOrHtieCKHe   

HayKH，机．，BblCl山a只山KO』a，1980，No4   
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PE3IOME  

O＝eKOTOpblX aCneKTaX aKTyaJlb＝OrO tlJle＝e＝＝fIB rlpO3ameCKOH Peq＝  

H3yLIeHHeOCO6eHHOCTHnOPfI且KaCJLOB B XyAO〉KeCTBeHHOM nPOH3Be且eHHH OTHOCHTC只K  

tlMCJly CJ10〉KHe琉ulHX H B TO Xe BpeM只HHTePeCHe釣ulHX TeM，nOAJ［e〉KaulHX Pa3Pellle  

OCHOBHbIMH rIOH刑H只MHJIKarerOpHF［MHCTHJ［HCTHKH t（at（HayKH，CHCTeMO坑OCHOBHblX CrH誼e畠  

PyCCKOfOJIHTepaTypHOrO只3blKa・B pa60Te HCCJle且yeTC只，rJlaBHblM O6pa30M，nOBeCrb  

A・LlexoBa，くtna＾aTaNo6”・肌bI，npe〉K且eBCer0，C＾e且yeM3aTeM，KaKOTpa〉KaeTC只＝且e只  

IBOpqeCKO抗Åe5］TeJ［bHOCTH tJexoBa BJlat（OHHqeCKOMCTHJIe erO nPO＝3BeAe＝踊・CrIOCO6－  

Hb摘nHCaTeJlt）：ポe COrJlaCyerCBOeTIPOH3BeAeHHeCerOCOCraBHblMHtiaCTRMH・A．qexoBa  

npecJleAOBaJla MbICJlb O nPOCTOTe nPeAJ70〉KeHH玖，HO B rO〉Ke BpeM只B erO paCCKa3aX  

qacTO HCnO丑b30Ba＝ MeTOA H3nO〉KeHH只 ttTe』eO6もeKT＝BOMけ：B er0 ＝306pa〉Ke＝＝只X  

CMeLuaHblHyXAaFOuleeCFIB AaHHO臨CHIyaⅢ欄BblCKa3blBaHHe H HeHy〉KHOe，且PyrOe・   

LITO f（aCaerC只rTO押LtKa Pa3JT椚HbLX KOMr70HeHTOB8bLCF（a3bZBaH凋，rO L（aKHMH yCJ70Bn只－  

MH OH OnPe且eJ［fleTC只？nopflAOK9T＝X9J［eMe＝TOB OnpeAeJI只eTC只TpeM只q）aKTOpaMH：  

CHHTaKCHtleCKO抗 cTPyKTypO臨 npeB月0〉KeHH只，aKTyaJ［bHblM qJ7eHeHHeM rTpeÅJrO〉KeⅢ那i  

CTHJIHCTHtieCKO抗OKPaCKO抗npe且JlO〉KeH帆Co cTMJIMC川tieCKHOKPaCeHHbIM rlPeAJ10〉KeHHeM  

TeCHO CB只3aHO HCnOJIb30BaHHe CⅢOKO坑HOrO，CTHJIHCTHtleCt（H He翫paJlbHOrO BblCKa3blBaH描．  

DaHHble BapHaHTblCJlOBOpaCnOJlO〉KeHH只06pa3y10T B COBpeMeHHOM PyCCKOM兄3blKe tle－  

TKyrO CHCTeMy C7日JIHCTHtieCKHX npOTHBOnOCTaBJleH浦・yⅢHCaTeJle疏He pa3rlOfIB＾只fOTC5］  

9川 PI4rOp椚eCf（He叩0川BOpeリH乱   

CTHJltlCTHtieCt（H＝e坑TPaJ［bHa只OKpaCKa BblCKa3bIBaH＝fl．yB＝且HMa H BHyTPH CHHTaKC椚e・  

CKHX C錮3e批cJlOBOCOLLeTaHLl葺，OPraHH30BaHHbZX Ha OCHOBe C8573EICOrJ）aCOBaHH月，OCHOBa・  

HHblX＝a CBF13H ynPaBJleHHF［＝npJIMblKaH㈹・B cJlOBOCOtleTaHH只X C COrJlaCOBaHHeM ne－  

Pe且rJlaBHblM OnPeAeJt只eMblM CTOm3aBHCHMb摘t（OMnOHeHTH B CJTOBOCOLleTaHH只X C yn－  

PaBneHIleM OH nOCTaBJleH nOCJ［e rJ［aBHOrO．rlpH npHMblt（aH日日MbIrO沢e npH3HaeM On，  

peAeJ［eHHbln He如paJlbHb泊cTMb CPe且H AaHHhlX KOMnOHeHTOB・   

AKTyaJlbHOe tlJleHeHHe O603HatlaeJT O中OpMJleHHe Pa3JI州blX nO CBOeMy KOMMyHHKa－  

7日BHOMy3Hatle＝拙OnPeMOXeHH仇BblCf（a3blBaHHeB nPe且JlO〉KeH拙＝叩eÅnOJIaraeT HaJ7HLIHe  

HCXOAHOrO H HOBOrO MOMeHTOB H OHH，B OCHOBHOM，PaCt10JLO〉KeHt）IBblLUeyt（a3aHHblM nO－  

P51AKOM Br月日He釣HO琉aKue＝THO抗opra＝＝3au＝＝・Ho B Xy且0〉XeCTBeH＝OM TeKCTe MHOrO Bbl－  

CKa3blBaHHti，COCTOfTLuHXCfHi3TO馳KO PeMbZ，H3TeMbZ HJ7EIPeMbZ，L（OTOPble Pa3皿eJ）月－  

ro・TC只Ha ABe・BTaKOMCnytlae nepeMeLueHHbl崩9月eMeHT COrtPOBO〉KAaerr月OrHtleCKOe yAa－  

PeHHe・   

BÅa＾bHe琉山eM MblAO＾X＝blCB＝AeTe＾bCTBOBaTb OTOM，qT6paccMaTP＝BaeTC只KaK  

tくnpocTOTaりqexoBCKOnnPO3bl，BqaCT＝OCT＝IBCB只3＝COn＝Ca＝＝eMee＝a＝60＾eeXaPaKTe－  

pHbIXOCO6eHHOCTe抗BaKyCTmeCKOMnJ7aHe．   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




